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(57)【要約】
【課題】骨芽細胞を活性化する骨芽細胞活性化用組成物を提供する。
【解決手段】骨芽細胞活性化用組成物は、レモン果汁を有効成分とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レモン果汁を有効成分とすることを特徴とする骨芽細胞活性化用組成物。
【請求項２】
　１００％換算のレモン果汁１０ｍｌ相当の量以上の前記レモン果汁を含有することを特
徴とする請求項１に記載の骨芽細胞活性化用組成物。
【請求項３】
　レモン果汁を有効成分とすることを特徴とする骨型アルカリフォスファターゼ促進用組
成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、各種骨疾患、例えば骨粗鬆症、骨折等が、増加傾向にあり、特に高齢化社会にお
いて問題となっている。現在、各種骨疾患に対する予防及び治療のための研究開発が進め
られている。各種骨疾患の予防及び治療のための研究開発を進める中で、骨及びカルシウ
ム代謝に関する研究が現在急速に進展してきている。骨疾患のうち、例えば骨粗鬆症は、
例えばカルシウム分の摂取不足、カルシウムイオンの吸収能力の低下、及び閉経後のホル
モンアンバランスが原因であると考えられている。したがって、カルシウムイオンの吸収
を増強させることは、骨疾患を予防又は治療するための有効な手段の一つであると考えら
れる。
【０００３】
　しかしながら、カルシウムのみを単に継続的に摂取したとしても、骨密度は容易に上昇
しないことが知られている。例えば、非特許文献１～３は、カルシウム量として６００～
８００ｍｇ／日をタブレット等の形態で数か月～１年間継続して摂取した後、骨密度を測
定した試験について開示する。かかる試験において、いずれも骨密度を有意に上昇させる
ことができなかった点について開示する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Journal of Nutrition（2014年）第144巻、第297-304頁
【非特許文献２】British Journal of Nutrition（2006年）第96巻、第1140-1148頁
【非特許文献３】International Journal Medical Sciences（2011年）第8巻、第180-191
頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、骨形成を担う細胞の一つとして骨芽細胞が知られている。骨粗鬆症等の骨疾
患を予防又は治療する場合には、骨芽細胞を制御することが重要であると考えられる。ま
た、骨芽細胞による骨の形成を示す指標である骨形成マーカーとして、骨型アルカリフォ
スファターゼが知られている。
【０００６】
　本発明の目的とするところは、骨芽細胞を活性化する骨芽細胞活性化用組成物、及び骨
型アルカリフォスファターゼを促進する骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記の目的を達成するための骨芽細胞活性化用組成物は、レモン果汁を有効成分とする
。
　上記骨芽細胞活性化用組成物において、１００％換算のレモン果汁１０ｍｌ相当の量以
上の前記レモン果汁を含有することが好ましい。
【０００８】
　上記の目的を達成するための骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物は、レモン果
汁を有効成分とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の骨芽細胞活性化用組成物によれば、骨芽細胞を活性化することができる。また
、本発明の骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物によれば、骨型アルカリフォスフ
ァターゼを促進することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態を説明する。
　本実施形態の組成物（以下、本組成物と記載する。）は、レモン果汁を有効成分として
含有する。
【００１１】
　レモン果汁は、レモン果実の搾出液であり、例えば、レモン果実を破砕して搾汁若しく
は裏ごしをし、皮、種子等を除去することにより得られる。通常、レモン果汁は、含まれ
るパルプ量により混濁果汁、セミクリア果汁、透明果汁に分けられるとともに、それぞれ
について、濃縮果汁、濃縮果汁を還元した濃縮還元果汁、ストレート果汁が存在する。本
組成物に含有されるレモン果汁は、上記の果汁のうちのいずれの果汁であってもよい。ま
た、レモン果汁は、上記の果汁のうち１種のみを用いてもよいし、２種以上を組み合わせ
て用いてもよい。
【００１２】
　次に、本組成物の作用について説明する。
　本組成物を摂取することにより、骨芽細胞が活性化する。また、本組成物を摂取するこ
とにより、骨型アルカリフォスファターゼが増加する。したがって、本組成物は、骨芽細
胞の活性化作用の発揮を目的とした骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスフ
ァターゼの促進作用の発揮を目的とした骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物とし
て適用することができる。そして、本組成物からなる骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型
アルカリフォスファターゼ促進用組成物はそれぞれ、飲食品、医薬品、医薬部外品等の各
分野に適用することができる。
【００１３】
　上記飲食品としては、例えば、各種飲料類（果汁又は野菜汁入り飲料、清涼飲料、ミネ
ラル飲料、スポーツドリンク、茶類飲料、コーヒー、炭酸飲料、牛乳やヨーグルト等の乳
製品等）、ゼリー状食品（ゼリー、寒天、ゼリー状飲料等）、カプセル（ソフトカプセル
、ハードカプセル）、各種菓子類が挙げられる。飲食品には、ペクチンやカラギーナンな
どのゲル化剤、グルコース、ショ糖、果糖、乳糖、ステビア、アスパルテーム、糖アルコ
ール等の糖類・甘味料、香料等の食品添加剤、植物性油脂及び動物性油脂等の油脂等を適
宜含有させることができる。また、飲食品の用途としては、特に限定されず、いわゆる一
般食品、健康食品、機能性食品、栄養補助食品、サプリメント、特定保健用食品、機能性
表示食品、病者用食品として適用することができる。
【００１４】
　上記医薬品として使用する場合の投与方法は特に限定されるものではない。具体的な投
与方法としては、例えば、服用（経口摂取）による投与、血管内投与、経腸投与、経皮投
与、腹腔内投与が挙げられる。また、上記医薬品として使用する場合の剤形は特に限定さ
れるものではない。具体的な剤形としては、例えば、散剤、粉剤、顆粒剤、錠剤、カプセ
ル剤、丸剤、坐剤、液剤、注射剤が挙げられる。医薬品には、添加剤として、例えば、賦
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形剤、基剤、乳化剤、溶剤、安定剤等を含有させることができる。
【００１５】
　本組成物からなる骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用
組成物としてのレモン果汁の摂取量の下限値は特に限定されるものではないが、例えば、
成人１日当たり、１００％換算のレモン果汁１０ｍｌ（クエン酸４５０ｍｇ相当）相当の
量以上であることが好ましい。また、本組成物からなる骨芽細胞活性化用組成物、及び骨
型アルカリフォスファターゼ促進用組成物の摂取量の上限値は特に限定されるものではな
いが、例えば、成人１日当たり、１００％換算のレモン果汁２００ｍｌ（クエン酸９００
０ｍｇ相当）相当の量以下であることが好ましい。２００ｍｌ相当の量を超えて摂取して
も、骨芽細胞活性化作用及び骨型アルカリフォスファターゼ促進作用の飽和により、得ら
れる作用は２００ｍｌ相当の量を摂取した場合と同程度となる。
【００１６】
　なお、１００％換算のレモン果汁の量は、ストレート果汁（又は濃縮還元した１００％
レモン果汁）に換算した量である。また、ストレート果汁１ｍｌには、およそ４５ｍｇの
クエン酸が含有されていることから、上記摂取量の下限値及び上限値は、クエン酸量で換
算することもできる。
【００１７】
　本組成物からなる骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用
組成物の摂取量を上記範囲に規定することにより、骨芽細胞活性化作用及び骨型アルカリ
フォスファターゼ促進作用をより向上させることができる。また、効率的に摂取すること
ができる。
【００１８】
　次に、上記実施形態の効果について説明する。
　（１）骨芽細胞活性化用組成物は、レモン果汁を有効成分とする。
　上記構成によれば、骨芽細胞を活性化する効果が得られる。骨芽細胞の活性化は、骨芽
細胞による骨の形成を示す指標である骨形成マーカー（例えば、骨型アルカリフォスファ
ターゼやオステオカルシン）の増加により確認することができる。
【００１９】
　（２）さらに、骨芽細胞が活性化して骨形成が促進される結果、骨密度を改善する効果
も得られる。
　（３）また、特段にカルシウムを併用して摂取する必要がないため、食生活を大きく変
化させなくても、骨芽細胞を活性化する効果及び骨密度の改善効果が期待される。
【００２０】
　（４）また、高負荷の運動を併用する必要が無いため、運動が制限されている人に対し
ても、骨芽細胞を活性化する効果及び骨密度の改善効果が期待される。
　（５）本実施形態の骨密度改善用組成物は、特に高齢者（例えば、閉経後の女性）にお
いて、好適に骨芽細胞を活性化すること及び骨密度を改善することができる。
【００２１】
　（６）骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物は、レモン果汁を有効成分とする。
　上記構成によれば、骨型アルカリフォスファターゼを増加させる効果が得られる。また
、これにより上記（２）～（５）と同様の効果も得られる。
【００２２】
　なお、本実施形態は、次のように変更して具体化することも可能である。
　・上記実施形態の骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用
組成物はそれぞれ、目的とする作用を損なわない範囲において、レモン果汁以外の成分を
含有していてもよい。
【００２３】
　・上記実施形態の骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用
組成物の摂取量及び摂取期間は、特に限定されず、摂取者の身体機能の状態、年齢、性別
、及びその他の条件を考慮し、適宜決定される。例えば、骨芽細胞の活性化作用を促すた
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ヶ月以上継続的に摂取することが好ましい。
【００２４】
　・上記実施形態の骨芽細胞活性化用組成物、及び骨型アルカリフォスファターゼ促進用
組成物は、ヒトが摂取する飲食品又は医薬品等に対して適用することができるのみならず
、家畜等の飼養動物に対する飼料、薬剤等に適用してもよい。
【実施例】
【００２５】
　以下に試験例を挙げ、上記実施形態をさらに具体的に説明する。なお、本発明はこれら
に限定されるものではない。
　＜試験飲料の調製＞
　濃縮果汁を還元した１００％換算のレモン果汁３０．５ｍｌ（クエン酸１３７２．５ｍ
ｇ）、果糖ブドウ糖液２．９ｇ、甘味料０．０３ｇ、及び香料０．８ｇを混合するととも
に、全体として２９０ｍｌとなるように水を加えることにより試験飲料を調製した。
【００２６】
　＜評価試験＞
　試験飲料を継続的に摂取した場合の骨密度、骨吸収マーカー、骨形成マーカーの変化に
ついて評価した。
【００２７】
　閉経後の中高年女性６０名を無作為に第１群（２７名）、第２群（３３名）に分けた。
そして、第１群の対象者には、５ヶ月の間継続して１日１本（２９０ｍｌ）の試験飲料を
摂取させた。第２群の対象者には、５ヶ月の間継続して試験飲料を摂取させなかった。な
お、各対象者には、特別な運動をすることや意図的にカルシウムを摂取する等、生活習慣
を変えないよう指示した。
【００２８】
　摂取前、２ヶ月後、５ヵ月後のそれぞれについて、骨形成マーカーとして血清中のＢＡ
Ｐ（骨型アルカリフォスファターゼ）、骨吸収マーカーとして血清中のＴｒａｃｐ－５ｂ
（骨型酒石酸抵抗性酸性フォスファターゼ５ｂ）、骨密度を測定し、それらの平均値を算
出した。これらの結果を表１～３に示す。
【００２９】
　なお、ＢＡＰは、市販の検査薬を使用し、化学発光酵素免疫測定法（ＣＬＥＩＡ法）に
より測定した。Ｔｒａｃｐ－５ｂは、市販の検査薬を使用し、酵素免疫測定法（ＥＩＡ法
）により測定した。骨密度は、腰椎骨密度をＸ線骨密度測定装置により測定した。
【００３０】
【表１】

【００３１】
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【表２】

【００３２】
【表３】

　表１に示すように、試験飲料を継続的に摂取させた場合には、骨形成マーカーが有意に
上昇することが確認できた。一方、表２に示すように、試験飲料を継続的に摂取したこと
による骨吸収マーカーの変化は確認できなかった。これらの結果から、骨形成促進用組成
物としての試験飲料は、骨芽細胞を活性化する一方で、骨吸収（古くなった骨の分解）に
働く破骨細胞に対しては大きな影響を与えないことが推測される。
【００３３】
　また、表３に示すように、試験飲料を継続的に摂取させない場合には、骨密度が低下す
るのに対して、試験飲料を継続的に摂取させた場合には、骨密度が維持される又は上昇す
る傾向が確認できた。この結果については、骨芽細胞が活性化して骨形成が促進されたこ
とによって骨密度が改善したと推測される。
【００３４】
　次に、上記実施形態及び変更例から把握できる技術的思想について記載する。
　（イ）レモン果汁を有効成分とすることを特徴とする骨形成促進用組成物。
　（ロ）高齢者を対象とする前記骨芽細胞活性化用組成物、前記骨形成促進用組成物、又
は前記骨型アルカリフォスファターゼ促進用組成物。
【００３５】
　（ハ）レモン果汁を有効成分とすることを特徴とするカルシウムの併用摂取を必要とし
ない骨密度改善用組成物。
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